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研究成果の概要（和文）：①セミパラチンスク核実験場近郊住民を対象に、アンケート調査・証言収集調査を実
施した。4年間で計597件のアンケートを回収。②朝日新聞・読売新聞実施の被爆実態アンケート調査の結果を援
用し、原爆被爆者の「核なき世界」以外の「思い」の一端、「ヒロシマ」というアイデンティティ、被爆体験継
承の可能性、を考察した。③被爆証言を用い、経時的に観測されたテキストデータの特徴を、時間を考慮して視
覚化する方法を提案した。これは、業績に示すように国際学会において、Best paper Awardを受賞。④オーラル
ヒストリーを編集し、『チェルノブイリ・旧プリピャチ住民へのインタビュー記録（第二報）』を発行した。

研究成果の概要（英文）：1) We conducted the questionnaire surveys in villages near the Semipalatinsk
 Nuclear Test Site. The total number of replies was 597 in 4 years. 2) Based on the results of the 
surveys on A-bomb disasters conducted by the Asahi Shimbun and the Yomiuri Shimbun, we explored "
thoughts" other than the "No Nuclear World" of A-Bomb Survivors, the identity of "Hiroshima", and 
the possibility of conveyance of A-Bomb Experiences. 3) We proposed a method to visualize features 
of text data observed considering the time-varying effects utilizing A-Bomb testimonies. This paper 
received the Best Paper Award at the international conference as shown in research activities from 
the next page onwards. 4) We edited the oral history and issued “Interview Records towards the 
former Pripyat Residents near Chernobyl (the Second Series)”.

研究分野： 原爆・被ばく研究

キーワード： 被ばく被害　セミパラチンスク　原爆　チェルノブイリ
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
①セミパラチンスク地区の研究は、従来、医学・放射線生物物理学に特化していたが、本研究により、「から
だ」、「くらし」、「こころ」という視点から総合的に核実験被害を解明できる。②いまだ心の傷を抱える被爆
者の実態とその背景要因を明らかにすることができる。③各被爆の比較検討により、これらの共通性と異質性を
明らかにすることができる。④セミパラチンスクでの証言収集調査、チェルノブイリでの聞き取り調査は、本研
究以外には行われていない。それら資料の分析・考察により、被災者自身が抱える「心の傷」、「思い」を明ら
かにできる。同時に重要な一次資料（証言）を後世に残すことができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者・川野は、2002 年より、カザフスタン共和国セミパラチンスク地区の核実験被災

者を対象にアンケート及び証言収集調査を実施してきた。具体的には、被災者の健康被害、心
的被害、社会的被害という三つの視点から被害の検討・考察を行ってきた。2002 年以前は、セ
ミパラチンスク地区の被ばく被害について言えば、医科学、放射線生物物理学に特化し、実際
の被災者である同地区住民の放射線被ばくによる心的被害、社会的被害も含めた総合的な核被
害研究は無かった。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、カザフスタン共和国・セミパラチンスク地区を中心とした「被ばく被害地域の国
際比較研究」である。具体的には、放射線被ばく被害による心的影響、社会的・経済的影響の
実態及びその背景要因について、国際比較研究を行うものである。具体的には、次の点を明ら
かにすることを目的とする。①低線量被ばくのセミパラチンスク地区住民の被害の一端を明ら
かにする。②広島・長崎原爆被爆者の現在の心的影響を明らかにする。③チェルノブイリ原発
事故被災者の心的・社会的影響を明らかにする。④比較研究により、それぞれの異同を明らか
にする。⑤福島原発事故被害の一端を明らかにする。⑥以上からカザフスタン・セミパラチン
スクを中心とする「被ばく地域」の被害の特徴を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
放射線被ばく被害の比較検討を行うため、次の通り実施する。①従来から実施しているセミ

パラチンスク・アンケート調査・証言収集調査、②朝日・読売両紙実施のアンケートに基づく、
原爆被爆被害研究（特に、心的・社会的影響）、③チェルノブイリ原発事故被災者へのオーラル
ヒストリー、④それぞれの特徴に関する比較研究、⑤福島原発事故被災者への聞き取り調査。
本研究で得られた研究成果については、順次、学会誌・学会等で発表を行う。 
 

４．研究成果 
1. 平成 27年度から 30 年度にかけて、セミパラチンスク核実験場周辺の計 12村で、アンケー
ト調査・証言収集調査を実施した。4年間で計 597 件のアンケート（245 点の証言含む）を回収
した。 
2. セミパラチンスク核実験場被災者への補償問題について、現在施行されている法律の内容を
概観し、その特徴をまとめ、日本における「被爆者援護法」との異同について考察した。 
3. 福島原発事故被災者・避難者への聞き取り調査を実施した。相馬市在住の（災害弱者）に注
目し、災害直後の避難の実態を明らかにした。 
4. 朝日新聞・読売新聞実施の被爆実態アンケート調査の結果を援用し、以下の点を明らかにし
た。①原爆被爆者の「核なき世界」以外の「思い」の一端、②「ヒロシマ」というアイデンテ
ィティ、③被爆体験継承の可能性。これらは、被爆者の思いを知る研究の一環である。 
5. 研究分担者は、原爆被爆者のがんによる死亡リスクに関する統計的解析法の提案、原爆被爆
者、セミパラチンスク核実験被災者に多く見られる骨髄性異形成症候群の研究、低線量被ばく
における動物実験等をおこない、多くの研究成果を発表した。特筆すべきは、世界で初めて、
CMML モデルマウスを樹立し、その発症機序としてアセチル化制御異常を明らかにしたことであ
る。また、広島・長崎の原爆被爆者については、広島大学のデータベースなどを駆使し、内部
被曝とベータ線被曝および放射性微粒子の影響の解析を行った。 
6. セミパラチンスク地区住民の健康影響研究及び線量評価に関する多くの論文を発表した。そ
こでは、セミパラチンスク地区住民の健康に放射線が影響を与えている可能性を示唆した。一
連の研究は、Radiation and Environmental Biophysics などの著名な雑誌で発表した。 
7. また特筆すべき業績としては、Izumi らと学会で報告した、Visualize the longitudinal big 
text data with a binary covariate: an approach based on keyword's frequency があげら
れる。これは、2017 International Conference on Big Data, Cloud Computing, and Data Science 
Engineering (BCD 2017), The International Association of Computer and Information Science 
(ACIS), July 9 – 13, 2017, Hamamatsu, Japan において、Best paper Award を受賞した。こ
れは、被爆証言を用い、経時的に観測されたテキストデータの特徴を、時間を考慮して視覚化
する方法を提案した研究である。具体的には、キーワードの頻度を目的変数とおき、2 値の説
明変数の目的変数への効果をセミパラメトリックな統計的モデルにより推測する。さらに、時
間とともに変化する効果量のパターンを分類し、キーワードの頻度、分類結果、推定された効
果を同時にグラフ化する。この方法により、テキストデータの特徴となる「キーワード」間の
類似性を、時間を考慮して定量的に評価できるようになった。 
8. チェルノブイリ原発被災者を対象としたオーラルを編集し、『チェルノブイリ・旧プリピャ
チ住民へのインタビュー記録（第二報）』を発行した。 
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